
今回は、中部大学講座「異文化コミ
ュニケーション」をご担当の小中陽太
郎先生にお話を伺いました。この講座
は、本年度遠隔公開講座モデル事業の
一つで、石川県の事業とリンクしてい
ます。エル・ネットでは、『①腹芸の研
究』（８月30日放送）と『②笑顔の研究』
（９月６日放送）の２回が放送されます。
その後、９月７日に、小中先生に石川
県立社会教育センターで、石川県民大
学の講座として講義をしていただくこ
とになっています。講義はビデオ収録
され、後日、石川県教育センター（Ｖ
ＳＡＴ局）から石川県の特別講座とし
て放送されますので、石川県民大学以
外の方もこの講義を視聴することが可
能です。
小中先生と石川県民大学の受講生に

とっては、メディアを通じての授業と
対面授業の両方を体験できることにな
ります。石川県民大学での講義では、

エル・ネットでの授業を踏まえての質
疑応答と源氏物語のコミックの英訳を
題材にした講義を行う予定です。エル･
ネットで放映されるテレビ画面での授
業は、知識の伝達において押し付けが
ましいところがなく、授業も比較的
淡々と進みます。また、受講生にとっ
ては、先生から「指名される」という
こともありません。ただし、先生にと
っては、受講生がテレビ画面を通して、
どのように知識を得て、どのように感
動をしたかがわかりません。それに対
して、対面授業では、直接先生と受講
生がコミュニケーションできることに
なります。
さて、この「異文化コミュニケーシ

ョン」について、今回のエル･ネットの
授業では「腹芸」と「笑顔」の研究を
通して考えます。後半の「笑顔」の研
究では、「女性ニュースキャスターが番組
のどこで笑顔を見せるか」についての日

米比較などを手がかりとし
て、それぞれの国民性やそ
の文化的背景を見つけ出し
ていきます。また、「笑顔」だ
けでなく、様々なボディーラ
ンゲージやファッション、そし
て「泣き顔」なども取り上げ
られます。
文化のグローバリゼーシ

ョンが進む近年において、
伝統的な文化の個性が失わ
れつつあると言われていま
す。人と人がコミュニケー

ションをしていく時に、それぞれの文
化を理解しておかないと、大変な誤解
が生まれてきてしまう可能性もありま
す。しかし、そのような文化的な摩擦
は、「コミュニケーションをしていきた
い」という人間の普遍的な思いから生
まれてくるのではないでしょうか。
今回の一連の講座では、まさに小中

先生と石川県との「異文化」が遭遇し
ます。そのような「異文化」をも体験
しながら、「異文化コミュニケーション」
を学習してみてはいかがでしょうか。
そして、そこで得たコミュニケーショ
ンの奥深さを活用して、自分なりの発
信をしながら、コミュニケーションを
拡大し、自分をクリエイトしていくこ
とが、生涯学習の目的でもあります。
なお、ジョン・レノンとお会いしたこ

ともある小中先生は、教材として、彼の
曲「イマジン」を流したいとのご希望
でしたが、著作権の問題から、そのご希
望に沿うことができませんでした。視聴
覚の特性を生かした講座提供の体制を
整えていくことが、これからのエル・ネ
ットに期待されています。（五十嵐牧子）
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